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編 集後記 にかえて

 ●人 にはさまざまな “個性”が

ある。上品 でセンスある人，無 口

で常識豊か な人，中途半端 の嫌い

な人，愛嬌 あふれ る人，静かで控

え 目な人 ……， この世界に一人 と

して 同 じ人間はいない。

 一人一人が皆 “個性”的 であ る

のと同様に，そ うした “個性”的

な人間が書 く文字 も， また，実に
“個性”的 であ る

。正月，年賀状

を手に した とき，差 し出 し人を見

な くとも，それが誰か らの ものか

当て られ ることも多い。 これ も皆

各 自の個性が筆跡に表 出 されてい

るか らにほかな らない。

 この ような筆跡 とパー ソナ リテ

ィの関連については昔か ら，多 く

の人に よって語 られて きた。 しか

し，何 らか の形で学問の対象 とし

て扱われ るようにな ったのは， ま

だ百年来 のことであ り，本格的な

実証的研究 とい うことになれぽ，

数十年 のことであ る。

 ●著者は元来，パー ソナ リテ ィ

を研究 している心理学 徒であ り，

別に筆跡の専門家ではない。その

著者が性格(気 質)と 筆跡の対応

関係に気付いたのはSCT(Sen-

tence Completion Test， 文 章完

成 法)に よるパー ソナ リテ ィ診 断

を行 っている過程 で の こ とで あ

る。

 よく知 られている ように， パー

ソナ リテ ィの生物学的基 礎である

体 質 と気 質の関連 については， ク

レヅチマー， シェル ドンな ど多数

の研 究がな されている。

 更 に， それ らの表 出である “筆

跡 と体 質”の関係 につ いて も， ク

レッチマー，エンケ， シュタイン

バ ヅクス等 の先行研究 が知 られ て

いる。彼等 の筆圧 曲線 の研究等 に

ついては著者 も興味 を も っ て い

た。

 併 し，その ような “体質，気質

と筆跡” のかな り顕著 な関連 に気

付 いた のはSCTを 読 んでいる時

である。S・Z・Eそ れ ぞれ のタイ

プの人 にはそれ ぞれ共通 した筆跡

特徴 があるとい うことである。 し

か も， その特徴がいか にもそれぞ

れ の体質 ・気質 にマ ッチ してい る。

そこで，いつ しか，それを診断 の

補助手段 に使用す るよ うに な り，

また，評価 の トレーニン グにも用

い るよ うになった。そ して， これ

が受講生 に もか な りよ く理解 され

た。 とい うことは，それが公共的

事実 だ とい うことである。30年 も

前 の ことである。

 そ して， この関係を実験的 に裏

付 けるぺ く研究をは じめた のは，

10数 年前 になろ うか。そ の成果は

「SCT筆 跡 による性格 の診断」 と

して金子書房 よ り出版 された。

 ●NO.26は ，それ以降 の研究

を加 えた ものである。

 以後 の研究で特筆す る こ と は

「仮名1文 字」 について 研究 した

点で あろ う。 これは現在 も継続中

で あ る が， 著者が以前に行 った

「文章」に よる 研究 と 基本的に同

じ結果が得 られた ことは今後の研

究の進歩に有力な武器 となろ う。

          (槇田 仁)
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